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図3　年令別にみた人口当りの受診率
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図4　集検年数の異なる2都市問における受診者の内訳
者の年令構成に近づくものと期待されます。
　繰返し受診することで癌は予防できるか
　集検年数の異なづ二都市を比較して（図4）
興味ある結果が得られました。S市とT市は，
隣i接した市で，人口，受診者数，年令構成と類
似していますが，S市は集検16年，　T市は3年
目です。S市の受診者の内訳は再診者が過半数
を占めるのに対して，T市では大部分が初診者
です。1年間にS市では4人が，T市では12人
の乳癌が発見されました。T市で発見された乳
癌12人中10人は初診者の中から高率に検出され
ました。ここで皆様に考えていただきたい事は
は，S市において再診者3人に乳癌が発見され
たことです。毎年再受診者の中から，低率では
ありますが乳癌が発見されています。我々のデ
ータでは，受診者1，000人に対して初診者では
1．6人，再診者では0．6人の検出率であります。
　検診を受けることは，癌の早期発見を目的と
するものであり，癌の予防とは異なることを再
確認していただきたいと思います。
　今後の課題
　集団検診は，不特定多数の入達の健康維持と
病気の早期発見を目的とするものでありますが
実際には，担当する医療機関が少なく対象とす
る者全員を受診させることは不可能であります。
従って現状の体制下において出来るだけ効率よ
い検診を行うように努力せねばなりません。こ
れにはまず第一に，40代後半を中心に50代，60
代の受診を呼びかけることが大切だと思います。
　乳癌は増加傾向にあり，我国の統計によれば，
同世代のうち80人に1人が一生の間に乳癌に罹
ると言われています。集団検診は，ますます重
要視され，その体制作りは行政レベルの問題と
して捉えて初めて解決の糸口がつかめるように
思われます。
　今回，各都市における人口当りの受診率を年
令別に検討しました。この資料が今後の集検に
おいて，受診者の動員方法を考える一年目なれ
ば幸いです。
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